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4-1 鑑別報告
〔自然環境工学分野〕
天白嘉岳，教授
1 .ネパールクリカニダφム上流域をモデルとしてGISによる流域管理システムの構築に関する研究:
ハザードマップの作成ならび、にその評倍に関する研究を行った。
2.生態系に配慮した砂防施設計磁:透逸型砂防ダムの機能に関する実験的研究を行った。
3.流木災害防止に関する防災システムの機発に関する新究(土木研究所と共同研究)
:栃木県余笹川における流木災害の実態識査と満砂後の不透過型砂防ダムの流木捕捉機能に関する研
究を行った。
4.生態系に配慮した流路工に関する研究を行った
5.水路の自然浄化施設における病原性微生物除去機構の検討を行った(土木研究所と共同研究)
6.黄河流域、准河流域の流域管理に関する資料収集を行った。
f弄護太一，助教授
1.科学研究費によって大雪山思立公障の利用に欝する現地溺査を21廷にわたっておとない、動力依存
に関する新たな知見を得た。
2.マレーシアのクアラルンブーんで開催された、国際森林研究機関連合の世界大会で森林レクリエー
ションに演する発表をおこなった。その様、森林レクリエーション、景観、自然保J繍許究分野の話IJ1)ー
ダーに推薦された。
3.呂米の国立公認を比較しつつ今後の保畿地域のあり方を国立公騒誌で論じた。
内海纂生，講師
1 . 茜シベリア大低地のメタンサイクルに関する研究
環境庁国立環境研究所と共同で、西シベリア大低地におけるメタンサイクル機構解明のため、ロシア
連邦トムスク地域ブロトニコボ村に設定した調査地点において、 5月ならびに10月に現地調査を行っ
た。
2. 沼沢における溶存メタン酸化速度の季節変化とその変化要因解析
大学構内「松美池Jにおいて、通年にわたり定時サンプリングを行い、浅い沼沢水柱での溶存メタン
濃度ならびに溶存メタン酸化速度の季節変化に関する研究を行った。併せて、季節変化を起こす要因
について他の環境因子との解析を行った。
3. 熱水噴出孔海域における溶存メタン酸化速度の測定
平成13年度より「しんかい2000J等の深海調査艇を用いて本格的な調査の始まる熱水噴出孔海域(水
曜海山)での総合学術調査(アーキアンパーク)に備えるため、潜水艇で使用する採水器等の開発を
行った。また、研究方法に関して共同研究先の研究者と打ち合わせを行い、呉体的計画を立案した。
4. 地熱活動域にある鉱山の熱水地下水の溶存メタン濃度並びに溶存メタン酸化速度に関する研究
北海道豊羽鉱山において、地熱活動帯から噴出する熱水の溶存メタン濃度並びに溶存メタン酸化速度
について明らかにするため現地調査を行った。
5. 沼沢における巻き貝の生活史に関する研究
沼沢において優占する 2種類の巻き貝(サカマキガイとモノアラガイ)についてその生活史並びに食
性を明らかにする研究を行い、水質浄化や指標生物としての活用に関する知見を得た。
6. 都市排水の再利用に関する研究
海洋沿岸域に流れ込む都市排水の有効的再利用方法に関して、拠点大学問交流の一環で青島海洋大学
と共同研究を行った。
佐久間泰一，講師
1.タイの圏場整備の特徴
タイには，日本と類似したインテンシブタイプの翻場整備と日本にはみられないイクステンシブタイ
プの菌場整備があり，イクステンシプタイプが成立しうる条件を見出しかっその問題点を発見した。
この結果は学会の論文集に投稿し掲載されることになった。
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2.タイ国ランパチ}1上流地域の土壌浸食
科学研究費基盤研究(B)(2)の初年度にあたり2回の現地調査を行った。(1)傾斜地の畑で土壌浸食が生
じていることを確認した。 (2)何故傾斜地に農地が進行していくのか，その構造(土地所有告lJ，思有
地管理，農家経済)とそれが可能になる理由(機械利用の導入)を解明するために，ランパチ側上流
部のパンカー地区の作物と人口の統計資料を入手し，パンカ一地区のパイナップワレ農家への土地利用
状況や開墾の歴史に関する部き取り調査を行った。 (3)過去5年間に人口の増加，パイナップル;胞の
急場が生じていることが判明した。また，開き取りを行った集落の土地利用と開墾の状況が把握でき，
次年度の研究推進の糸口をつかめた。
3.搬出の保全
オーナー制度によって棚田を保全しようとしている三重県紀和町丸山千枚田のオーナーへのアンケー
ト調査の結果を整理・分析した。親子の家族や高校生以下の子供のいる家族が多いという，オーナー
を獲得すための広報活動に関する有効な手がかりを与える結果が出た。
佐藤政良，教授
1 .水阪地域からの用水の還元再利用に関する基礎的な研究の一環として，小貝川水系福岡堰地区
および関堰地区における用水取水と落水流出の関係を 流量観測に基づいて検討した。
2.水田区画の大規模化および乾田霞播の導入に伴う水田用水量への影響に関する検討を水海道市
内の水田を対象に行った。
3. 日本における潟水時の部門別水資源配分に関して，農業用水の節水率を生活用水部門より高め
ることの合理性について検討した。
4. タイ邸中央平原における用水管理と用水量の関係についての研究を，現地調査に基づき，農民
参加という視点から実施した。
5. タイ国メクロン)1流域の持続的管理に関する研究を土壌浸食の側面から実施した。
6.インドネシア留における大規模農業用水管理の問題点を，情報システムの導入による解消を図
る観点から，また完全濯滋計画と経済計画の関係について，水管理による対応可能性との関係で検討
した。
塩沢 畠，助教授
1.土壌中の溶質移動の研究
ガラスビーズカラム内の不飽和流において溶質分散係数を測定する実験システムを行い、移流分散方
程式の成立可奇を確認した。
2. i高層湿j原の地下水循環に関する研究
赤井谷地湿原において降雨に応答した地下水位変動と表層水分量の関係を解析した。
3.土壌中の不均一浸透流の研究
乾燥土壌への重力浸溜におけるフィンガ一流発生のメカニズムを探る実験を行った。
杉浦知夫，助教授
水環境汚染の原因としてとくに社会的に問題となっている微生物産生由来毒性化合物、内
分泌滋乱性(環境ホルモン)化学物震の挙動・生態、影響の評価・解析、水利用プロセスに
おける有害物資産生の特性の解明と低負荷環境共生型の水質改善手法の確立を目指し、現
在、部鎖性水域を対象として個々の汚濁現象及び流域管理を考虚した総合的な汚濁現象の
解明、モニターリングシステム化手法、評価・解析法、改善方法に関する研究を双方向的
に渓慌している。
1. アオコの毒素産生・分解機構の解明と高効率処理システムに関する研究
( 1 )アオコの議素産生に及ぼす各種環境国子の影響に関し、物理・化学・生物学的観点
から検討を加えている。
(2 )アオコが産生する有毒物質ミクロキスチンと環境ホルモンとの競合作用による動物
生細胞はの若手索作用機序の一部を解明した。
(3 )アオコ及び産生する有毒物質ミクロキスチンを効果的に分解する微生物を見出し、
毒素の分解特性の検討を行っている。
(4)関東近豊富の代表的な汚謹淑沼を対象としてアオコ産生毒ミクロキスチンのモニター
リングを実施している。
( 5 )アオコの群体形成能と生態学的役認に関する研究を実施している。
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( 6 )上水道処理フロセスに導入されている生物模法による毒素分解・除去特性の一部を
解明した。
2. 汚濁水域で発生する異臭味発生家匿の解明告発生機.構趨予測手法の確立に関する研究
( 1 )霞ヶ浦の複雑なカビ長発生原因のうち微生物由来の発生プロセスを解明した。
3. 汚議水質の震変換技術に践する研究
(1)埋め立て地浸出水由来毒性化学物質の高効率ハイブリッド処理法の検討を行っている 0
4. 関鎖性流域の適正管理法の擁立に関する研究
(1)関鎖性水域の藻類大発生の機構を解明中である。
5. 教育活動
6. 学会活動等
7. 思擦活動
田村孝浩，助手
1.現行の水辺環境整備における計画手法の問題点を明らかにし，毘標設定過程における合理的な計画
手法を確立するための基礎条件を明確にした(平成12年度学内プロジェクト). 
2.水辺を中心とした地域資源の活用手法ならびに維持管理方策のあり方につい、ての研究補助指導を行っ
た.
3.農業用排水路における維持管理作業と水路形状変化の相互関係について研究補助活動を行った.
茜尾道徳，教授
1 .農業生産と環境の保全:農水省統計情報部の集約した f農業生産環境調査jの個別データを解析
し，我が国の作物生産に伴う窒素の環境負荷量を推定した.そして，作物生産に伴う
量が市町村における地下水の鶴畿性蜜素濃度を高めていることを明らかにした.
2.茨城県ひたちなか市のほしいも生産において，感食i坊止等への変類の活用の実態
3. 1)ンの環境負荷を軽減するために，家畜濃厚続料に添加したフィターゼの活性に及
度等の影響を検討した.
4. 日本土壌肥料学会会長，中央環境審議会議時委員(土壌農薬部会委員)として活動した.
西国顕郎，講師
衛星リモートセンシングによる流域環境のモニタリング手法の開発に引き続き従事している。今年度
は学術振興会より助成を受け(海外特別研究員)、平成12年3月15日よりアメリカ合衆国モンタナ大
学陸域環境数値解析研究室へ客員研究員として出張した。主な成果は以下の通り。
1 . 新型衛星センサ~EOS/MODISのためのアルコ 1) ズム開発。モンタナ大学と共向で、新型の
地球観測衛星センサーによる、陸域植生の蒸発散コンダクタンスのマッピング手法を開発し、出来の
NOAA/AVHRRセンサーとタワーフラックス観測結果によって検証を行った。
2. 東南アジア陸域植生の、気候変動に対する応答特性を衛星リモートセンシングによって検討し
た。 NOAA/AVI-武Rセンサーの20年にわたるデータをENSOおよびDMEと対比し、エルニーニョと
インドシナ半島の植生変動が密に相関していることを示した。特にミャンマーやラオス・カンボジア
の森林帯での反応が顕著であることを示し、当該地域のモニタソングの重要性を訴えた。
3. 火山噴火に伴う土砂移動を、衛星搭載合成関口レーダーによって検出する新しい手法を開発し
た。 2時期のレーダー画像のコヒーレンス(複素柁関)を見ることで、悪天や噴煙に邪魔されない、
広域の土砂災害モニタリングを実現できる可能性を示した。
4. 熱帯沿岸マングローブ林の、衛星リモートセンシングと簡易空中写真撮影によるモニタリング
手法を、 NGOと共同で開発した。
5. 植生の蒸発散などの陸面過程に関するリモートセンシングの地上検証実験結果を解析し、空気
力学的抵抗とBRDF(双方向反射分布関数)の問に良好な対応があることを示した。
ノーマン C.P勺講師
1.プエルルス期イセエピ(Panulirusjaponicus)の行動および、生息密度について、千葉大学海洋バイ
オシステム研究センタ一保護水域において調査を行った。
2.渡り鳥であるシギ・チドリ類の分布と鋲になる小型甲殻類の関係を明らかにするために、千葉県
九十九里浜において拐査を行った。
3. 赤外線モニタリングシステムを用いて沿岸域に生息する無脊椎動物の夜間行動を調査した。
4.外来種ワタリガニのCharybdisaffinisについて、日本沿岸域における分布状態を調査した。
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氷鈎揚四郎，教授
1 .京都議定書の実現シナリオの研究
引き続き、非線型双対型多部門モデルを用いて、 COP3実現のための処方築を研究した。
2. 国際環境問題の研究
引き続き、インドおよびパングラデッシュ関を流れるティスタJ[ rの水利用、制御をめぐる
2国間問題を例にとり、国際環境問題を解決するための基礎研究を行った。また、 EU国
際河川についても同様の研究を行った。
3. 閉鎖水系の汚染管理の研究
引き続き、霞ヶ浦を例にとり、その汚染メカニズムをモデル化し、水系の社会経済活動を
制御するシミュレーション分析を行ない、環境対策を提言した。
4. 緩ケ滞型水質浄化技術の費用投資効果分析と当該流域管理情報システムの開発を行った。
5.都市構造に与えるサイーパースペース経済の影響をシミュレーションモデルにより解
析した。
藤巻璃行，講師
1. フィンガ一流に関する研究
乾燥した砂に水が浸潟する際に発生する著しく不均一な流れ(フィンガ一流)の発生メカニズムに関
する研究を， 1次元カラム実験と数値解析を通じて行った。
2. 塩クラストがアルベドに及ぼす影響
野外実験を通じて，塩類集積により形成される塩クラストがアルベドに及ぼす影響に関するデータを
し，その関係を表現する経験式を考案した。
3. 低水分領域における土壌水分移動特性の測定法
これまで迅速かつ正確かつ低コストな測定が図難だった低水分領域における不飽和透水係数の測定法
を2つ考案し，それらの信頼性検討を行った。
4. 士壌国における熱収支
水移動に伴う熱輪送を考慮した場合，とれまでの土壌面における熱収支式に問題点があることを指摘
し，その修正を提起した。
援板秀二，勃教授
1 .筑波大学)If上演習林試験流域で:行っている水土流出観測を継続し、これまでの研究の成果の一部
を演習林報告に投稿した。また、学内プロジェクト助成研究 (B) の援助を受け、掃流砂補足装置の
試作を行うとともに、試験地に商用電源の引き込みを行い、冬季の流量観測を行える体制を整えた。
2.文部省科学研究費 (B1) i河川水系における土砂輸送の不連続性と流域管理の変遷に関する地
域比較研究Jの研究代表者としてプロジェクトをマネージメントするとともに、大井川上流域の水系
縞構成郎の検討および安定向道モデルによる土砂輸送特性の検討を行った。
3.文部省科学研究費 (B2 :海外学術調査) iタイ国ランパチ)1における流域荒廃の因果連鎖の解
明とその農林工学的修復」がスタートし、その研究代表者としてプロジェクトをマネージメントする
とともに、 2回の現地調査を行った。
4‘文部省科学研究費 (A1) i水系構造と流域動態に基づく水・土砂流出機構と災害環境に関する
研究j がスタートし、その研究分担者として日本と海外の河川の比較を行うため、オーストラリアと
ニュージーランドで現地調査を行うとともに、関連のワークショッブに参加して研究発表を行った。
5.砂防学会誌編集委員長として、砂防学会誌の編集発行を行うとともに砂防部会幹事として砂訪学
会の運営に参闘した。また、 「砂防学会賞」選考委員会委員として砂防学会賞の選考に参画した。
6. 2002年に百本で開銀されるインタープリベント2002の学術担当代表幹事として、その企画立案
に参画した。
7. (財)建設技術研究所の砂防水理模型実験検討委員会委員として、砂防事業実施のための各種模
型実験に関して技術的な助言を行った。
宮本邦S}j， 助教授
1.火山噴火に{半う災害と防災対策・危機管理システムに関する研究
火山噴火に伴う災警は多様で規模が大きく長期化する。このような災害は 場合によっては防災施
設のみでは訪ぐことが難しいc そこで，災害予測を含めた危機管理システムの構築が必須である。本
研究では，有珠山，十鋳岳，護{出を例として取り上げ災害と防災対策の現状について調査し危機管理
のありかたについて検討した。また，類訟の現象として地震の場合についても検討すべく鳥取地震の
資料を収集している。
ーはー
2.大規模崩壊時に発生する津波の形成過程に関する研究
火山嘆火や地震，蜂認などによりしばしば大規模な崩壊が生じる。この大規模崩壊は護接的な災害
を生じさせるだけでなく たとえば高速で水域に突入すると津波を発生させさらに大きな規模の災害
に結びつく場合がある。本研究は崩壊土塊の運動から津波の形成と伝議過程さらに陸域への遡上過程
を統一的にシミュレーションできるシステムの爵発を呂的として行っている。これまで土塊と水との
紹互作用を考議した波の形成過程に穏する検討がほとんどなされていないため本研究ではこの点に焦
点をあてて研究を行った。
3.土石流の構成側と柁{玄関に関する研究
土石流災害の予認を行うとき数鐙シミュレーションや水理模型実験を行うことが多い。これらのシ
ミュレーションや実験を計蕗するときその紹桜長せをはじめとする理論的な制約を検討しなければなら
ないが，そのためには流動機講に穏する十分な理解が得られていなければならない。ところが，現段
賠では典型的ないくつかのタイプの土石流についてはかなりの知見が持ちれているものの，とれらの
問題に答えを与えるほどには分かっていない。この問題は粒度分布を持つ土石流の構成員リに関する問
題であり，同時にその相似性の問題でもある。本研究では混合粒径からなる土石流の流動機構につい
て基礎的な検討を加えてその問題点を絞っている。今後，この成果をもとに構成剣，和制郊に関する
研究を続けてゆく。
4.スリット砂防ダムの水理特性に関する研究
スリット砂防ダムの機能評価を数鑑計算で行うととがなされつつあるが，現状ではそのダム地点近
傍の計算を静水圧近似で与えている。しかしながら実際には静水庄近似は満たされておらず，誤差を
伴うととが推察される。そこで，実験を行い圧力分布，流速分布，水面形を計測しその誤差を評{揺す
るとともに新たな計算法を提案した。
5.スリット砂訪ダムの流木捕捉過程に関する研究
スリット砂防夕、ムは中小出水時には土砂を通過させ河床変動を生じさせないため土砂管理上，
上有利であるとされているが，しばしばj荒木が捕捉され土砂堆積が生じるととがある。そとで，本研
究では中小出水時に蕃目した流木捕提案験を行いその特性を明らかにし
6.農村域からの汚濁物質の流出負荷タンクモデルに関する研究
;服地からのBOD，憐，窒素等の汚濁負荷の流出過程をシミュレートするタンクモデルの関発を呂
的として溜沼上流の小流域において観測を行いモデルの評価を行った。観測降雨が小さかったためモ
デルをすべて確定することができなかったが，降雨の流出とそれに伴う負荷の流出特性をうまく説明
することができ，その妥当性と有用性が確認された。
7.洪水段丘上の渓畔林に関する研究
洪水段丘は過去の土砂移動の履歴を表現しており段丘上の植生はその影響を受けている。流域にお
ける土砂の生産 e移動と植生との関係を明らかにする手始めとして段丘の分布とそこに成立している
植生との関係を井)1演習林を対象として現地調査した。
{生産基盤工学分野〕
足立泰久，講師
1.舌L流凝集とレオロジー.昨年度発表したきし流中でのフロック強度式を用いて，凝集系懸濁液の粘
度式を提出した。
2. フロックの強度式をコロイド粒子系を変化させた実験から実証した。
3. フロックの構造と形勢過程.フロックの自己相似構造は流体力学的相互作用によりフロック形成
の初期から変化することを流体の撹持強度を変化させた実験から明らかにした。
4.粘土のレオロジー.凝集状態のモンモワロナイトの粘度と沈降速度をフロック構造の観点より解
析した。
安部征雄，教授
1 .土壌内の塩類集演とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する塩類のスティックを
用いた捕集法について検討した.
2.土壌表層に集積した塩類の乾燥地における強い蒸発力利用した除去法について基礎的な実験を行
い，可能性について検討した.
3.栽培利用年数が異なるハウス内土壌の物理 e化学性の相違に関する調査及び実験を実施した.
4.生物的炭酸ガス題定に関して，乾燥地域における植林の利用の可能性について，オーストラリア
を対象に調査を行った.
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5.拠点校方式による北京大学等との研究交流に参加し，土壌内の塩類集積およびその除去と持続的
農業生産との関係に関する研究のための現地調査を実施した。
6.有機廃棄物の炭化による再資源炭の特性と有効利用法に関する共同研究を農業工学研究所および
荏涼製作所と実施した。
小池正之，教授
1.前年度に引き続きアジアトラクタの設計概念構築に係る国際共同研究網づくりを行った。
具体的には，非化石エネルギー利用型の動力方式，その環境対応特性，ユニバーサル・デザインによる
利便性への翼獄効果などについて検討した。
2.バンコク粘性土を供試して，繰返しねじりせん断載荷が締毘め現象の動特性に及ぼす影響につい
て調べた。
3.電気トラクタのけん引性能と環境対芯特性について，データの取り纏めを行い，次いで試作 2号
機のグランドデザインを実施した。
4. フィリピン稲研究所と共同で 世界の稲作地帯で用いられている深層施肥方式の調整を行い，そ
の結果を国際学術雑誌に投稿した。
5.朝鮮半島の在来整及び茨城県下館市近傍に現存する江戸時代製造の畜力用和整について，設計仕
様・データの収集を行った。
6.科研費学術調査による，タイでのコントラクタ農業に係る予備調査を実施した。
7.農業機械と技術転移の問に介在する技術と技能の社会科学的意義について検討し，その展開に係
る既存の手法論について調査研究を行った。
佐藤博三，教授
L フリーストール乳牛舎における牛床利用に関する研究
-牛舎構造の相違と牛床の利用
-牛舎構造の相違と牛舎内温度分布
以上を実態調査し、分析した。
2. エコ管室気ピークル導入に伴う環境保全評価に関する研究
・蓄電池移動桟構が、走行・けん引性能に及ぼす影響を研究するための企画と総括を行った。
3. 畜産施設と脱臭
・メチオニンなどの燃焼炎誘起反応が、家畜糞などによる排水の悪臭物質に効果的な方法である
かの実証試験を行った。
瀬能誠之，助教授
1 .農村景観整備のための計画手法の開発:農村景観の評価について、写真映像により収集したデー
タについて分析を行った。また、景観条例の施行と効果について事例調査を行った。
2.持続的生物生産を支える農業施設の新技術開発:畜産施設の粉塵・微生物制御・解析について、
実地調査により現状を分析するとともに、シミュレーションモデ〕レの検討を行った。(文部省科学研
究費補助金)
3.伝統的建造物の保存方法に関する調査研究:歴史的に価値のある民家などの保存方法について、
実地調査を行うとともにそのあり方を検討した。
4.都市公留の整備設計手法:都市公留の利用状況についてのアンケート調査を行ない、その果たす
役割と今後のあり方についての検討を行った。
5.住居形態の違いによる住民の緑意識について 1戸建と集合住宅の違いによる、緑環境と緑意識
について、アンケート調査を行ない分析を行った。
6.農村の自然環境整備事業における住民参加:アンケート調査等による事例調査を行い、今後の整
備計画手法についての知見を得た。
7. 日本家畜管理学会評議員、幹事などの学会活動、および農林水産省農林水産統計観誤，IJ審議会委員、
農林漁業体験協会評議員などの活動を行った。
瀧JI 異弘，助教授
1 .農業用ロボットの基礎機能として必要な車両の告律走行システムについて研究した。
2.農業作業の完全自動化を包括して，自律作業中の資材補給，作業機の付け替えのための非線形制
御法を研究した。その結果，実験用無人走行車両による肥料需給模擬試験に成功した。
3.人間が運転する車両と一定の相対位置を保ちながら追従走行し組み作業を可能とするための計誤，Ij
制御法を研究した。
一比一
4.労力を要する作業であるマルテフィルムの除去作業のためのトラクタ直装式除去機について研究
し，成果をとりまとめた。。
5. オブジェクト指向モデリングに基づくシミュレータの開発を行った。
6.研究成果の一部は論文〈提載4議，掲載予定 l編，投稿中 5続)，国際シンポジウムなどで発表
した。
7.以との研究では，草地試験場，茨城県農業研究所と共馬新究を行った。
8.農業機械学会評議員，学会誌編集委員や農作業学会常在幹事，学会誌誌編集委員長として活動し
た。
長谷川英夫，助手
1 .生物生産自律走行ロボットのための作業ステーションの研究の一環として，画像処理技術を用い
たトラクタ作業機の泣量検出方法を換言すしたc ここでは特に， CCDカメラで撮彰された譲数の画像
をもとにカメラキャソプレーションを行うことでカメラの位章受や姿勢等を計算することができた。そ
の結果，邑律走行トラクタによる作業機の着脱技術の関発において基礎的な技術情報を提示すること
ができた。
2.誼壌の耕うん部と未耕うん部を画像処理技指により識別する方法を開発し，天候による識)3IJ精度
の差異を少なくする方法についてさらに検討した。
3. 告律走行車両と人間の協誤作業を安全に行うことを目的として，移動物体(特に人間の動栴担援)
の位窪認識に関する手法を開発した。
4. ロータ1)爪の部分交換に関して，11¥の摩耗に関する測定データから三次元形状を復元する方法に
ついて検討した。
5.農用車両の革新的構造形態の開発を目的として，設計最適化及び位和最適化を行った。とこでは，
線形静的解析から得られたVonMises相当応力を状態変数として設定し，目的関数である供i試モデル
の体穣を最小化する最良設計を探索した。
安田 諮，助教授
1 .高オーストラ1)ア州レオノラ地区での調査活動。
2. レオノラの1917年からの降雨量データと植生の関{系を解析。
3.乾燥地の浸透ディッチのシミュレーションプログラム作成。
4.不飽和非均一土壌中の溶質移動をDiffusionLimitedAggregationModelを用いて統計的に評価。
国際誌に投稿し受理される。
山口智治，助教授
1.太陽エネルギー利用による塩水淡水化システム開発に関する研究:
太陽熱利用による塩水淡水化装置，とくにソーラースチルにおける蒸発効率，凝縮効率を改善する
システム開発を行った。水盤型ソーラースチルの基本的熱特性，集水効率促進法について熱収支解析
に基づく数値計算を行い，環境条件ならびに装置条件について検討した。また，多重効用型システム
についての基礎的造水特性の試験を実施した。過去 3カ年間の成果を科学研究費補助金研究成果報告
書として取りまとめた。
2. 中国における省エネルギー型日光温室の熱的環境形成機構に関する研究
中国の在来型省エネルギー温室である日光温室は，発展しつつある中国施設歯芸における中核的施
設になっている。この臼光温室は透光面は南面のみで，北・東。西壁は特殊な蓄熱・保温構造を持っ
ており，ここでの熱的環境形成機構に関して，現地における詳細な計測実験を行い解析し，併せて非
定常熱収支解析に基づく熱環境数学モデルを作成して検証を行った。
3.大規模養豚生産システムに関する研究
大規模養豚生産システムとにおける，豚舎設計の合理化と養豚経営の改善に資するための研究を実
施した。疾病が重度に浸潤している一般の一実生産農場において，離乳子豚舎にオールイン・オール
アウト方式を導入し その飼育成績改善効果を検証し，併せて豚舎環境調節方法を検討した。また，
閉鎖型離乳豚舎の陰圧換気方式を対象とした数値計算モデルを構築し，舎内空気分布に関する数値シ
ミュレーションと可視化を行った。
4.施設題芸土壌における酸性化とその対策に関する研究:
関東ローム土壌を基盤とする施設題芸における酸性化問題について検討を行った。これまでの経年
弱査によりハウス土壌の酸性化が進行している実態を分析し、次いで酸性化に関与し植物根伸長を阻
害するアルミニウム類に着目し、ハウス土壌のAl筈ポテンシャルを定量的に明らかにすることを目的
とした。
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5. 内蒙古自治区ホルチン沙漠の生態系復元に関する研究
ホルチン沙地における沙漠化問題と社会背景について，文献調査，農業・牧業・工業の現況につい
ての開き取り調査，住民意識へのアンケート調査によって分析した。当該地域における土地利用方式
の変遷及び沙漠化の原因，当該地域の産業発展における問題点を分析し，これまで実施されている沙
漠防治モデルプロジェクトに関する評価を行なった。
6. 農業施設学会常任理事・事業計画委員長・編集幹事， 6本沙漠学会財務理事として活動した。
余白 章，助手
1 .昨年に引き続きロータ 1)耕うん爪の摩耗に演する研究として、ニフロ(松山(株))純正の耕う
ん爪 (A17L . R)を購入し、湾曲部から支持部方向に40mmの位置で切断した改良爪と無加工爪ーの
経時的摩耗変化を関場実験で比較検討した。
2. 昨年に引き続きマルチフィルムの除去回収機械に関する研究として、甘藷・馬鈴薯堀取機にマル
チフィルム除去回収機械に装備し、マルチフィルム除去および収穫作業が一工程で出来る作業機の開
発について検討している。
3. 昨年に引き続き、ルーラル電気トラクタのけん引性能試験を舗装路面において基礎データの奴集
を行った。
{生産プロセス工学〕
石)1 墾，助教授
1.青果物用鮮度保持包装として、部分的なヒートシール技術を用いてガス透過性を
コントロールする新たな包装手法について検討した。非ヒートシール部の空隙部分を
通じてガス拡散が生じ、ヒートシール条件(温度、ロール庄、運転速度等)やシール
形状によりとれを制御するととで各種青果物に適した包装条件を設計できることを明
らかにした。
2. MA (Modified Atnlospherε)包装した青果物の品質@鮮度に対する光の影響につい
て検討した。葉菜類では、光強度により光合成量をコントロールし、呼吸量、フィル
ムのガス透過量とのバランスで包装内ガス条件を制御できることを明らかにした。
3.澱粉および蛋白質を主成分とした生分解性フィルムに関する研究を行った。
院多本華夫，講師
1. コンポストのフィチン酸態1)ン畿の有効リン酸化を図るため、カピ類の酵素であるフィターゼを
コンポストに添加し、フィチン酸の分解促進効果を検討した。
2. 人間の免疫を高める s-Dー グルカンを多く含む担子菌類、特に‘姫マツタケ(Agaricusblazei 
Murill)の菌糸液体培養の基礎実験を行った。
3.澱粉及びタンパク質を主成分とした生分解性フィルムに関する研究を行った。
大井 洋，講師
1 .パルプの無塩素漂白に関する研究
( 1 )二酸化塩素漂白におけるダイオキシン類発生メカニズムに関する研究、および、漂白工場の排出
実態に関する研究調査を行った。
( 2)駿性処理と過酸化水素漂白を用いる新しい漂白方法を開発し、マンガンの還元処理の役割を解
明した。
( 3 )塩素系漂白におけるクロロホルムの生成機構を解明した。
2.木質パルプの高校率化に関する研究
高収率の針葉樹材化学パルプの調製とその漂白特性を明らかにした。
3. 1)グニンの構造と反応に関する研究
( 1 )亜縞酸塩と硝酸によるリグニンモデル化合物のCα-c s結合の関裂機構を解明した。
(2 )熱分解ガスクロマトグラフィーによってユーカワクラフトパルプ残留リグニンの構造解析を行っ
た。
小i播谷英一，講部
1 .熱処理木材む物性
熱処理および水蒸気延理による木材の吸湿性の変化について検討し、加熱持の水分の有無が木材の
吸湿性に与える影響を明らかにした。
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2.譲塗装警抜の振動特性
漆の用途拡大を呂的として、湿度変動雰囲気中における漆塗装木製響板の振動特性を測定した。漆
塗装による振動特性安定化効果が、従来塗料のそれに近いことを明らかにした。
3.糖含浸ーアセチル化接合処理による木材の疎水化
木材の寸法安定住を向上させる方法として、疎水性物質を溶かした無水酢酸による木材‘のアセチル
化を試みた。
梶山幹夫，助教授
l. ヱチレン酢酸ピニル共重合体系感熱接着剤およびアクリル系感圧接議剤に関して、高次構造と接
着特性の発現について系統的に調べた。 これらの研究成果を、木材接着剤2000年(米国)と欧州
接養学会'2000 フランス)の二度の国総学会で発表した。
2. 種々の脂肪族ポリエステルを合成し、これらを一成分として含む樹脂および複合材料の調製方法
を検討した。
3. テレフタル酸から誘導される縮合系高分子材料について、化学構造と発現する物性の関係を調査
した。
木村後範，教授
1 . 食糧生産と環境保全とのバランスを考慮した物笈循環系の再構築にかかわる各種のバイオマス
変換技術の開発とシステム化に関する研究を進め、取り分け生物系(:有機性問体)廃棄物のコンポス
ト化を中核とした一連の研究課題を実施した。コンポスト化の反応に関する基礎的、理論的知見の整
備と共に実用システム開発、改良に目覚しい成果を得た。
2. 生分解性プラスチックの分解促進にコンポスト化初期過程を活用することを提唱し、分解性に
劣るとされてきたポリ乳畿の分解改警に成功した。また、分解性評植法、分解機構についても有用な
知見を得ることができた等の昨年度の成果に加え、評価手法としての信頼性向J:を図った。これらの
研究成果は、内外の関連産業界に大きく評価され、米国穀物協会制作PLAプロモーションビデオ
(カーギル・ダウケミカル協力)に取り上げられ、世界に紹介された。
3. コンポスト化実用施設の問題点のーっとして、ランニングコストの高いととが指摘されており、
リサイクル法施行に伴うコンポスト化の普及にとって早急に改善すべき点と言われている。そこで、
コンポスト化プロセスの省エネ化を進め、コストを低減させる技術的改良を試み、モデjレプラントを
建設した。(生研機構受託研究)
4. コンポスト化反応に祷る多様な微生物叢を追跡する新規解析手法(SSC-PCR)を三洋電機と共同
開発し、その機能検証を行った。
5. 米及び食品の品質評価技術の開発・改良、また輸入米を利用した新食品開発を農林水産省食品
総合研究所素材利用部、フォス・ジャパンと共同で実施した。
6. コンポスト化装室、及び生ごみ処理機の開発並びに商品化に関する基礎的理論的面からの支援、
指導を松下電工、東芝、自清製粉、ユニチカに対して行った。
7. 生分解性プラスチックの分解促進技術、並びに評価技術の供与をユニチカ、三菱化学、出光石
油化学、東洋インキに行い、製品開発に貢献した。
8. 本学rARAセンターを遥じ、口安田、口日本タイフライターの技術相談を受け、ゼロエミッショ
ン化やコンポスト化について指導した。
9.平成7年度より参画してきた日本貿易振興会グリーンエイドプランの活動実績が評価され、 7月
3 1日間理事長から表彰を受けた。また、平成12年度における活動状況が朝日ケーブルネットワー
クに取り上げられ、全国に放映された (12月2B)。
10. 日本農学会評議員、白本農業工学会代議員、巨本食品科学工学会編集委員、農業施設学会常
任理事として活動した。
黒田健一，教授
リグニン、抽出成分および土壌の熱分解の研究を行った。
佐竹隆顕，教授
ニューラルネットワークや遺伝的アルコリズム， さらにシミュレーテッド・アニーリングといった
コンピュータサイエンスを援用した生物生産・食料プロセスの最適化，小麦食品の高品質化，および
閉鎖系の環境維持システムに関する以下の研究を行った。
1.遺伝的アルゴリズムによる生物生産物資の最適輸送経路決定に関する研究
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2. シミュレーテッド・アこーリングを援用した生物生産施設の最適配置設計シミュレータの開発に
関する研究。
3.食品感性の定量化システムの構築に関する研究
4.遺伝的アルゴリズムを援用した家畜館料の多目的配合設計シミュレータの開発に関する研究。
5.ニューラルネットワークによる貯蔵青果物の品質評価に関する研究。
6. 微綿藻類の光合成機能を利用した環境維持システムに関する研究。
7.小麦粉の品質因子の解明と品禁制御への検討に関する研究。
8.ニューラルネットワークによる家畜・家禽の館養管理支援システムの構築を呂的とした基憾汗究。
9.米の外観品質判定機に搭載するニューロプロセッサの開発を目的とした基礎研究。
;藷水産人，助手
1.透過型近赤外分光法 (NIT)による米の食味・品質評価技術を農林水産省 食品総合研
究所およびフォス・ジャパン(株)，フォス‘ティケータ(スウェーデン)と共同でおこ
なった。
(1)アミロース測定モデルの堅丈性を強化することをめざしてアミロース浪.IJ定モデルの
解析を行い，キャリプレーションサンプルのサイズ〈数)が予測誤差に及ぼす影響を明
らかにし，用いた手法の未知試料に対する予測誤差は約1.0%であることがわかった。
(2) NITによる精白米粉の最高粘度の測定モデルを開発した。
2.包装資材によって作り出される米袋内の環境が玄米の結紡酸度上昇抑制に及ぼす影響を
垣間見ることができ，米の貯蔵性に及ぼす要因についての問題整理が課題として残された。
3.中関北京における豆腐の破壊特性や応力緩和特性の測定を農林水産省 国際農林水産
業研究センターおよび、中国農業大学の協力で行い，中国における豆腐製造法の改善のため
の基礎データを得た。
強 振蓋，講師
1.メタン菌による新規ビタミンB12の生産に関する基礎研究を行った。そのために、酢酸分解系メタ
ン蕗に対して，有機酸基質濃度， pH等の条件を満たせる場合に，微量金属塩濃度の最適化は顕著な効
果を持っているととを明らかにした。
2.メタン菌の培養液からピタミンB12の分離・精製方法を確立した。
3. C02資化性メタン蕗による新規ビタミンB12生産法ではビタミンB12濃度37mg/L、HRf6日間に
達成した。これは従来方法と比べ100倍以上の生産率が上げられたことを確認した。
4.酢畿を基質とする半連続式メタン発酵槽に対して，異なるHRfと有機酸負荷の場合における微量
金属壊などの濃度の最適化によってメタン生成速度及びメタン菌体密度への効果を求めた。 HRT:
20日，有機酸負荷:500mL/L . d a yの場合に，従来のメタン発酵法と比べ，メタン生成速度及びメ
タン菌体密度はそれぞれ1.43信と1.61倍に高められた。
5. 高効率畜産鹿棄物及び食品廃棄物嫌気性処理1)アクタの開発のために，ロックウールを用いた思
定床メタン発酵槽と完全混合式メタン発酵槽の特性比較をした。
栃木紀郎，助教授
1 .枝払いした間伐材からの校条および公園あるいは街路樹のせん定枝条を自転・公転するヘリカル
カッターによりスパイラル状のエレメントを調製し，これを原料としたパーティクルボードを製造し
た。ボードの物理的・機械的特性について吟味した。
2.合板箆材をチップイヒし，これに速硬化性接着剤を充壊したミリカプセルを混合することによって
自己自癒機能を付与されたパーティクルボードの製造を試みた。
3.木材切削における限界切込量を解明するべくミクロ切削を実施し，工具先端丸み半径とのかかわ
りにおいて検討した。
富田文一郎，教授
1 .ポワオーんを用いて液化した木材〈液化木材〉と多官能性のエポキシ、ビスブエノール系エポキ
シ化合物から種々の新規樹結を開発した。得られた硬化樹脂は、 40-70OCに幅広い緩和機構を有
する特色ある粘弾特性を有していた。との樹脂を木材用接着剤として評価したところ、既存エポキシ
樹脂接蕃郊に遜さない性能を有していた。
2.ユリア樹脂接着剤を用いた木質材料から放散するホルムアルデヒドの低減方法について検討し、
ホルムアルデヒド捕捉剤を接着剤に混入するより、木材への前処理と後処理に効果があることを確認
した。
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3.木材ーセメント複合材料を製造する擦には、木材がセメントの硬化を阻害することがあるが、中
震産の約30種の嶺穫について水和熱の測定により硬北状況を把握し、 5種のタイプに分類した。ま
た、硬化限害を改善する化学物震を開発した。
中)1 ~晃子，助手
1. ケナフパルプは非木材綴維のなかで木材パルプに匹敵する品質・価格特性を示すととで注呂され
ていることから、ケナフの成長過程および部位による 1)ダニンの特徴・存在量を明らかにするために
化学組成の評価を行った。ケナフ3品種を分析した結果、 1)グニン量は斡皮から芯部に、および試料
上部から下部にかけて増加すること、靭皮はSyriQgyl型構造に富むことなどを明らかにした。さら
に熱分解マススペクトロメトソーを照いて化学構造についての評植を行った。
2. 木材腐朽において 1)グニン化学構造の変北を明らか;こする目的で熱分解マススペクトロメト1)ー
により分析し得られたデータの多変量解析を行い、腐朽期間・菌種・部イ立による差を迅速に評価する
ことを試みた。
藤村達人，教授
(1) 植物のデンプンの蓄穣能力を増強し炭畿毘定能力を強化する呂的で、その鍵酵素である種子で働
くADPglucose pyrophosphorylase (AGPase)の能力を増強する研究を進めている。本年度はとの
遺伝子をイネに導入してその個体と、デンブン合成能力を認めるとされているショ糖リン畿合成酵素
及びショ糖合成酵素の遺伝子を強化した髄体との交配をおこなった。デンブン合成能力の強化に関し
ては今後調査を行う。
(2)湖沼の汚染の元凶物質である 1)ンを除去する目的で、植物のリン綾国定・番糠能力を増強する研究
を行っている。との自的で、本年度はフィチン合成遺伝子の二つ丹の遺伝子をクローニンク令すること
に成功し、合計2種の遺伝子の取得に成功した。これらを植物で発現するように改変し、モデル植物
であるイネに導入した。
(3)土壌の重金属による汚染の除去の目的でカドミウムを吸着する遺伝子の取得を目指している。こ
れまでに、カラシナから大別して3種の遺伝子を取得することに成功し、本年度は、カドミウム
能力が大きいとされているヘピノネコずからも1種類の遺伝子を取得した。
(4) ダイコンのゲノム解析を効率よく行う呂的でマイクロサテライトマーカーの開発を行っている。
クローニングを行わずに直接シークエンスする方法の開発を行った。これまでに10種のマーカーを
作出した。
(5) イネの収量増加に有効なハイブリッドの種子の生産の効率を高める研究をおこなっている。交雑
効率を増加させるような花器の構造をもたらすような遺伝子の解析を行ない、この形質を支配する複
数の遺伝子座を明らかにすることをおこなって来た。本年度はこれまでと異なった組み合わせを用い
て遺伝子の調査を行い、これまで見いだした遺伝子座が別の組み合わせでも有効であることを明らか
にした。
前JI 孝昭，教授
平成12年度では生物のもつ機能や特性を生かす生物資源プロセス工学分野及び食品工学関連分野
について研究を実施した。特に食品プロセス工学、生物資源プロセス工学及びエネルギー・資源・生物
園システム学・環境科学分野についての研究を行なった。科学技術振興事業回戦略的基礎研究 「環境
低負荷型の社会システムJ(研究代表)、科学研究費「持続的生物生産を支える農業施設の新技術開発J
(研究代表)、同「未利用資源を利用した生分解性プラスチックの製造法の確立J (研究代表)、茨
城県地域結集型共同研究事業業務「水環境改善効果の総合評価と最適システムの整備手法の基礎創造
技術の開発J (第三分科会主査)、ダイシン設計(株)との共同研究 (A) を実施し、共同研究員1
名を受け入れた。さらに、食品産業センターからの受託研究費によって内分泌撹乱物質の生体内評価
技術の開発を行なった。また、中国北京大学との拠点大学方式学術交流(日本学術振興会)の筑波大学
側研究代表者(コーディネーター)として、この事業の第4年度の研究交流を指揮し、派遣41名、
招鳴60名、長期招へい研究者1名の受入を達成した。また中国政府派遣研究者1名およびタイ国から
の短期留学生1名を受け入れた。バイオマス資源やこれらの活用に関する各種の委員会の座長及び評
偲委員となり、報告書の取りまとめに当たった。
1.食品プロセス工学分野及び、生物資源プロセス工学については以下の基礎研究を行った。
1 )生分解性プラスチックによる食品包装容器及びフィルムの開発を行い、化学装飾によるでんぷん
系プラスチックと大豆蛋白プラスチックを試作し、その機械的特性を検討した(科学研究費・基盤研
究A)。
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2)抗麗擦性物質を多く含むキノコ菌糸体のタンク培養に成功し，実用化のための設計指導及び製品
化のアドバイスを行なった(絞費及び奨学寄付金)。
3)キノコ菌糸体より抗アレルギ一物質を抽出することに成功し、特許申請を行い、実用化のための
準備をした(校費)。
4)内分泌援苦し化学物質の生体内吸収の評価解析:腸管上皮及び血管内皮細胞とのCo-culture系を
用いて評価解析を行なった(財団法人食品産業センタ一、校費)。
2.エネルギー・資源、・生物鴎システム学・環境科学分野については基礎研究とともに実用化に踏み込
んだ研究を実施した。
1 ) 簡易2相式メタン発酵装震の設計方法に関する研究:ダイシン設計(株)共同研究員伊藤信之氏と
ともに寒冷地用簡易 2和式メタン発酵装援を別海町に設置し、実験データの奴集を行っている(受託
研究(科学技術振興事業団))。さらに、社会的受容性を高めるための検討を行なった(科学研究費
地域連携推進研究費)。
2) 酢駿分解系メタン菌の栄養源最適化と担体の活用によるメタン菌の活性の向上:栄養塩抱括担
体をロックウールと併用し、メタン菌のアンモニアによる増殖阻害を回避することに成功した(受託
研究(科学技術振興事業毘))。
3) 硝化・1m窒の高効率化に関する研究:中国雲南省デン池へ流入する小河川の水に関して生態系で
の硝化・脱窒の高効率化に関して実用規模の実験的研究を行った(受託研究費(科学技術振興事業
団)) 0 
4) r護ヶ浦及び中国雲南省デン池の閉鎖性湖沼の富栄養化に関する評価をTS 1 (富栄養化指数)及
びシャノンの構報理論によるD1 (生物多様性指数)を長期データを基礎に解析した(茨城県地域結
集型共同研究)。
5)地下水に含まれる硝酸態翠棄の脱墾に関する研究:ハワイホノルル市の地下水に含まれる硝援態
窒素の脱蜜に関して栄養塩包括担体を用いた実験をハワイ大学との共同研究により行った(受託研究
(科学技術振興事業組))。
6)硝化.1悦笠磁の潤定化に関する研究:磁性担体を関発し、従来よりも短いHRTによる硝化・脱窒を
可能にした(受託研究費(科学技術振興事業団))。
7) メタン菌からのピタミンB12の抽出:栄養塩包括t母体を用いた担体による水素資化メタン菌の
濃度の向上と培地からのビタミンB12の回収量を従来法の80"'100倍まで高めることが出来た(受託
研究費(科学技術振興事業団))。
8) ロックウールによるメタンバイオリアクタの開発:ロックウールを在来のメタンバイオリアク
タに20~30%充填することで北海道別海町の嫌気 2 柁式メタン発酵装窪を改良し、その処理能力と安
定性を向上させた(共同研究)。
9) 高潟波高電場{豆電流による廃水処理システムの設計技術に関するデータを集め、新規な電気化
学的水処理システムの開発に成功、 9.2m3/dの中間パイロットプラントを試作した。この設計デー
夕、実験データを更にスケールアップに使い、生活雑排水50m3/d処理能力の実用規模装置の設計指
(2基設置・つくば市及び鉾田町)を行なった(茨城県地域結集型共伺研究)。
水野幸一，助手
1 )巌粉合成、とくにアミロペクチンの合成に関与し、その「質j の鍵をにぎる酵素である澱粉枝つ
け酵素についての機能解析をめざしている。今年度は再分化を伴わないカルスを用いて、簡便にかつ
比較的短期間に遺伝子導入から発現・生産物(澱粉)の解析を行うことかできる系を確立するために、
カルスへ遊長子導入を行った。導入した澱粉合成系遺伝子の発現を確認し、生産される澱粉の質をし
らべた。
2)チャ葉・コーヒーなどに含まれるカフェインの生合成系を明らかにし、その利用をめざしている。
チャ葉中に含まれるカフェイン(1，3， 7-トリメチルキサンチン〉の生合成の最終段階では、 N-1位およ
びN-3位にメチル基を導入するN-メチルトランスフエラーゼ(カフェインシンターゼ)が働いてい
ることが確認されている。植物体内のカフェイン含量を人為的にコントローjしするためには、その遺
長子の単離と解析が不可欠である。今年度はコーヒーからこの酵素をコードするcDNAの単離に世界
で初めて成功し、さらに大腿菌での発現系の確立にも成功した。組換え型酵素はカフェイン合成の中
間物であるテオブロミン合成能を有するととを確認した。
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科学研究費補助金研究成果報告書，1-282(2000).
8. 氷銘揚四郎
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19. 木村俊範近藤敏仁，木!播信和，
平成11年度エネルギー・環境技術普及協力事業実態報告書(フィリピン) ， 
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家畜排濯物の敷料等再利用技術の開発，
H平成 11年度環境研究「環境保全のための家畜排世物高度処理・利用技術の確立J推進評価会議資
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5. 石橋正文，染谷孝，内海纂生，内山裕夫
土壌中のメタン生成細菌の蛍光法を用いた計数法の検討
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水柱内での溶存メタン酸化一東京湾、
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11. 村上彩子，佐藤政良
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平成 12年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 772-773 (2000). 
14. Adahi Botou，Fujiki Tomohisa，Tamura T品cahiro，Masayoshi Satoh 
Evaluation of Return Flow from Irrigated Paddy Fields 
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)発水の電気化学的処理法に関する研究
17. 平田桂，杉潟県1夫弓前)1孝昭
磁性スラッジを用いた高速鋭窒リアクターの開発
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近赤外分光法を用いた湖水水質のモニタリング
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Evaluation for eutrophicated lakesむldbiotic responses using neural network. 
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20. 中津みどり，磯田博子，稲森悠平，杉浦異Ij夫，前川孝昭
ヒト細胞と魚類締胞によるアルキルフェノール類の感受性比較
日本水処理生物学会誌， ]3IJ巻第20号， 94 (2000). 
21. 稲森悠平，稲森隆平，大内山高弘，岩見徳雄，藤井邦彦，水落元之，杉浦異Ij失
生態工学技術としての土壌・水生植物植栽浄化法における栄養塩類除去とCH4・N20の発生抑制機
構の解明
日本水処理生物学会誌， ]3IJ巻第20号， 110(2000).
22. 宮崎綾子，安部真，井原一高，磯田博子，杉浦異1夫，前川孝昭
水環境中フェノール化合物の電気化学的処理
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水の電気化学的変化(反応活性種の間接的測定法)
日本水処理生物学会誌， 53IJ巻第20号， 112(2000). 
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29. 加藤佳子，板山崩稔，穣森悠平，杉湾民夫
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第35回B本水環境学会年会講演集， 260 (2001). 
34. 岡野邦宏，斎藤猛，稲森悠平，杉浦則夫
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35. 中海みどり，磯田博子，稲森悠平，杉浦財夫〉前JlI孝昭
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37. 藤井彩子，杉滞鄭夫，稲森悠平
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Poster -海洋樹査技術学会第 12回研究成果発表会
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環日本海地域における海洋汚染物質排出管理と経済発展政策
B本地域学会第37回(2000年)年次大会学術発表論文集，77-84(2000ト
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The function of C02 fixation and the possibility of hybrid methane fermentation by 
optimizing nutrient medium of acclimated-methanogens 
International workshop for protecting pollution of aquatic environment， Tsukuba， 14同20
(2001). 
147. Zhen Ya Zhang， Jun Lu， Ying Nan， Yang And，τakaaki Maekawa 
Determination of exiracellular vitamin B-12 compounds in anaerobic microbial 
THE XIV MEMORIAL CIGR WORLD CONGRESS 2000. 
148. Yan Sheng Zhang， Zhen Ya Zhang，τakaaki Maekawa 
Monitoring of anaerobic methanogen density using near-infrared-spectroscopy(NIR) 
THE XIV MEMORIAL CIGR WORLD CONGRESS 2000. 
149. Y出1Sheng Zhang， Zhen Ya Zhang， Takaaki Maekawa 
The balance and uptake velocity of trace metals for cell of acclimated-methanogens 
THE XIV MEMORIAL CIGR WORLD CONGRESS 2000. 
150. Shuyun Zhao， Zhen Ya Zhang， Takaaki Maekawa 
The influence of 8 kinds of trace metal on the growth of Enterobacter aerogenes and 
hydrogen production 
THE XIV MEMORIAL CIGR WORLD CONGRESS 2000. 
151. Zhen Ya Zhang 
The relationship between C02 fIxtion and optimum cu1ture conditions of psychrophilic 
acclimated -methanogens 
Internationan aquatic environment workshop， Tsukuba， 1-2 February，2000， 31-34(2000). 
152. 栃木紀郎，田所千明，小林純，小野田玲子，三沢亜木
せん定枝条から得たスパイラルチップをエレメントとする木嚢ボードの製造
第 50回日本木材学会大会研究発表要旨， p.275， (2000). 
153. 栃木紀部， a所千明，小林純，小野田玲子，三沢亙木
木質生活廃材から得たスパイラルチップをエレメントとする木質ボードの製造
第 50四日本木材学会大会研究発表要旨， p.656， (2000). 
154. 田所千明，栃木紀部，小林純，丸山高志，西J!I雅典
新しい木地政策技術を用いた摺漆による議器の製作
第 50回日本木材学会大会研究発表要旨， p.736， (2000). 
155. 円城寺薬会，小林正彦，富田文一部
ポリオール系液化における各種バイオマス資源の挙動
第50包日本木材学会大会研究発表要旨集(京都)， 716(2000). 
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156. Yi M治活Tei 懇話nkhiro
Reinforcεment of wood cement-bonded composites with the 出scoutinuousfibers 
第50沼百本木材学会大会研究発表要旨集(京都)， 643(2000ト
157. 罷unk縦1"010瓶投ぉ
Trends of wood Adhesives in Asia 
Wood Adhesives 2000， Extended Absむacts(Nevada)， Forest Products Socie匂T，12ω13(2000ト
158. Masahiko Kobayashi， Isamu Enjouji， B包括ζ縦1"0τG許託金色 YasunoriHatぉ10
Liquefied wood / epo勾Tresin adhesives 
Wood Adhesives 2む00.Extended Absむacts(Nevada}，Forest Products Society， 51町52(2000).
159. 水野幸一，加藤美砂子，芦原理-，藤村遼人
チャ葉カフェインシンターゼ、のクローニングと組換え型酵素の解析
日本農芸化学会2000年度大会講演要旨集、 pp368，(2000). 
160. 小林由枝，水野幸一，藤村遼人
Thymosin beta-4遺伝子を利用した鉛吸収システムの開発
B本農芸化学会2000年度大会講演要旨築、 PIコ389，(2000). 
161. 水野幸一，加藤美砂子，芦原塩，慈村i護人
コーヒー由来カフェインシンターゼのクローニング
日本植物生理学会20 0 0年度年会講演要旨築、 pp90，(2000)‘ 
162. 加藤美砂子，水野幸一，藤村遼人，芦原埠
チャのカフェインシンターゼのクローニングと発現解析
日本植物生理学会20 0 0年度年会講演要旨集、 pp90，(2000). 
163. 宮元大輔，水野幸一，藤村達人
カラシナからのカドミウム耐性遺伝子のクローニング、
日本植物生理学会20 0 0年度年会講演要旨集、 pp195，(2000). 
164. 梅津泰史，水野幸一，藤村達人
大豆のプロリン合成系に関する研究
日本植物生理学会20 0 0年度年会講演要旨集、 pp87，(2000). 
165. 飯田義晴，児玉武子，増田洋美，鈴木穣，菅野純夫，水野幸一，蔑村達人， J 1原弘三，菊池尚
志，角田由紀，黒崎剛志，大友泰裕，松原謙一，村上和雄
オリゴキャッピング法によるイネ完全長cDNAlibraryの作製とその解析
第 18回日本植物細胞分子生物学会大会講演要旨集、 pp62，(2000). 
166. 児玉武子，飯田義晴，増田洋美，鈴木穣，菅野純夫，水野幸一，藤村達人， J 1原弘三，菊池尚
志，角田由紀，黒崎剛志，大友泰裕，松原謙一，村上和雄
イネ完全長cDNAlibraryの大規模解析
第 18回日本植物細胞分子生物学会大会講演要旨集、 pp63，(2000). 
167. 小林由枝，水野幸一、藤村達人
鉛吸収植物の開発を目指したTh日nosinbeta-4遺伝子の利用
第 18回日本植物総胞分子生物学会大会講演要旨集、 pp127，(2000). 
168. 杉浦水香，水野幸一，皇津智美，藤村達人
ADP-グルコースピロホスホリラーゼ遺伝子を改変したイネの澱粉合成能の解析
第 18回日本植物細胞分子生物学会大会講演要旨集、 pp128，(2000). 
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169. 梅沢泰史，水野幸一，藤村達人
AFLP-based rnRNA fingerprinting (A.MF)法によるダイズの塩ストレス応答性遺伝子の単離
第 18回日本植物細胞分子生物学会大会講演要話集、 pp144，(2000). 
170. 水野幸一，加藤美砂子，藤村達人，芦原坦
チャ葉カフェインシンターゼの分子クローニング
第18回日本植物総胞分子生物学， (2000)‘ 
171. 水野幸一，田中博美，加藤美砂子，芦原坦，藤村遼人
コーヒー若葉cDNAライブラリーからのカフェインシンターゼのクローニング
日本植物生理学会2001年度大会， (2001). 
172. 梅津泰史，水野幸一喝藤村達人
cDNA-AFLP法によるダイズのイオンストレスおよび浸透ストレス応答遺伝子の単離
日本植物生理学会2001年度大会， (2001). 
173. 水野幸一，田中博美，加藤美砂子，芦原垣，藤村達人
コーヒーカフェインシンターゼのcDNAクローニング
[1本農芸化学会2001年度大会， (2001). 
174. 伊藤智彦，水野幸一司藤村遼人
イネの光合成に関与する形質のQTL解析
日本育種学会2000年度大会， (2000). 
175. 宇袈儀作，岩田洋佳，大津良，才宏偉，森島啓子，藤村達人
イネの柱頭露出に関する穎花の側面形状の定量的評価とQTL解析
FI本育種学会2000年度大会， (2000). 
176. ラシミシャルマ，アルンシャルマ，藤村達人，町井博明
uvストレスを与えたクワにおけるミトコンドリア・プロセッシング・ペプチターゼ遺伝子の発現
日本育種学会2000年度大会， (2000). 
177. アルンシャルマ，ラシミシャルマ，町井薄明，藤村達人
AFLPマーカーを用いたクワ遺伝資源の遺伝的多様性の評価
日本育種学会2000年度大会， (2000). 
178. 伊藤信之，+1二上武雄，井原一高，前)1孝昭
f民温留1養メタン菌によるプラグフロー型二格式メタン発酵装霞の運転
179. +1二j京一誌，前JI孝昭
NAD (P)日を用いたメタン発酵リアクタのモデリング
180. 吉野智之， Rafi Paramawati，五十部誠一郎，佐瀬勘紀，蔀}!I孝:昭
トウモロコシ種子タンパク奨ゼインを用いた生分解性フィルムの農業用資材化への検討
181. 北村登，伊藤信之，前)1孝昭
低温メタン発酵税離液の再分解特性と脱アンモニアの予髄検討
182. 豊田浄彦，前JI孝昭
米のポストハーベストHACCPのための敏生物成長予測モデル
-54-
ヰ-29. 一般議渓等
1. f弄藤太一
デネフ・ロジャー氏によるベルギーの景観資源管理講演会通訳および解説
つくばね会，つくば市アルスホール 2000.10.3. 
2. i'安藤太一
ljンドハルト氏によるアメワカ東部のグリーンウェイプロジェクト講演通訳および解説
南会津箆擦フォーラム，福島県下郷ふれあいセンタ 2001.3.10.
3. 伊藤太一
自然地域のグljー ンウェイ
南会津国際フォーラム，福島県下郷ふれあいセンター 2001.3.11. 
4. 内海襲生
微生物活動と温暖化-メタンの物語-
関文威先生退官記念シンポジウム〈気圏， 地盤に展開する生物騒科学の最前線)， 2001. 
5. 佐藤政長
農業用水から見た鬼怒Jrl. !J¥貝)1の水利用
鬼怒川・小兵J1を語る会記念講演会，茨城県民西生涯学留センター， 2000.6.6. 
6.箆板秀二
河川水系における土砂移動現象の本質的特徴と流域一貫の新しい土砂管理
技術情報協会セミナー，中央大学緩河台記念会舘 2000.9.26.
7.箆絞秀二
自然・生活環境を保全する多様な森林の機能とその整備
茨城県議会農林水産常任委員会第4固定例会，茨城県議会議事堂， 2000.12.13. 
8. 宮本邦明
火山災害:その驚異と防災対策
第5沼鳥取地学会記念講演会，鳥取県立博物館講堂 2000. 
9. 小池正之
タイのコントラクタ農業
第332回海外農機事情報告会，国際農業機械化研究会，東京 2000.9.26.
10. 石川豊
食品の品質保持と包装設計
平成12年度包装アカデミー，日本包装技術協会 2000.9.12. 
11. 梶山幹夫
アクリル系高分子/粘着付与剤/エポキシ樹脂系の調製とその接着特性
日本接着学会粘着研究会第60回例会東京 2000.11.17. 
12. 木村俊範
資源循環の中のコンポスト化，
ユニチカ(株)中央研究所，宇治市， 2000.5. 
13. 木村俊範
資源循環系におけるコンポスト化の役割，
平成 12年度第 1回 f高効率・無臭コンポスト化技術研究会J， 
広島テクノプラザ，東広島市 2000.8. 
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14. 木村俊範
循環型社会における食品加工とそのゼロヱミッション，
バイオ&食品工業公開セミナー
札幌商工会議所・北海道バイオ産業振興協会共催，札幌市，
15. 木村俊範
コンポスト化環境下でのポリ乳酸の分解特性，
2000.10. 
「ポリ乳酸系生分解性プラスチックの特性、評価と応用展開」セミナー，
技術情報協会，東京 2001.2. 
16. 木村俊範
生ごみ処理関連を中心にH畜産分科会「生物系廃棄物処理の現状と課題一家畜排世物を主体とした合
併処理についてJIf 
平成12年度農業機械開発改良試験研究打合せ会議 生研機構 大宮市， 2001.3.
17. 潜水産人
透過型近赤外分光法による米のアミロース含量と糊化特性測定法の開発，
平成12年度特別研究員講演会，
農林水産省食品総合研究所 2001.3.19.
18. 藤村達人
環境浄化への遺伝子組み換え植物の利用，
日本植物細胞分子生物学会2000年度大会シンポジウム，静岡， 2000. 
19. 藤村達人
環境沖化縞物の構築を目指した重金属およびlJン駿を蓄積する遺伝子の探索，
日本育種学会2000年度大会シンポジウム，弘前 2000. 
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4-2h. 特許等
上 高島茂雄，鹿島恭子，浅野俊之，富毘文一部
植物系物質からの樹脂原料組成物の製造方法
特額、 平11-85480， 毘本
2. 前JI孝昭，張援蓋
水素資化メタン菌からのビタミンB12の生産方法
特額 2000-24490， 日本
3. 前川孝昭
微量有害物質の酸化分解装童
特顔 2000-133948， 日本
4. 徳永修三，前JI!孝sB，M.G.M.l¥lan1 
ヒ素汚染土壌浄化剤およびこのものを用いたヒ薬汚染土壌の浄化
特顕 2000-36663， 日本
5. 水野美砂子，藤村達人，水野幸一，芦原坦
カフェイン合成系関連酵素をコードする遺伝子及びその用途
特関 2001-037490， 日本
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4-3 受賞等
足立泰久講師
コロイド現象を伴う国液混相系の物理性
第49回農業土木学会奨励賞(平成12年8月)
氷鈎揚四郎教授
Economical polides to relieve contamination of Lake Kasumigaura 
日本地域学会学会賞・論文賞(平成12年11月)
前川孝昭教授、杉浦則夫助教授、院多本華夫講師
Cause of offensivεodεr frorn Eutroprucated lakes and its evaluation method 
第3回日本水処理生物学会論文賞(平成12年11月)
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4-4研究費等
a.文部雀科学研究費
氏名(投鶴) 議題 科研費種懇 交付金額 父付年度
6Aを援毘した館料の多毘的震と口点前シミュレ
イ左竹援譲〈代表) ータの欝発 基競研究(G)(2) 2，400，000 平成12-13
喜重村達人(代表〉
ダイコン膏マ議ーのカ効ー率の北灘をめさしたマイク口サ
テライト 発 基盤摂究(8)(2) 3，700，000 平成11-13
1菱金麟汚染土壌の浄北を呂揺した諸物体の畿
議村達人〈代表) 出の蕃難的研究 高芽的研究 700，000 平成12ペ4
[持続的生物生産を支える畿襲撃施設の新設鴇檎
前JI孝aB(代表) 発 基盤研究(A)(1) 1， 770， 000 平成10・12
前JlI孝恕(代表)
来の李製首F造号法変遷の確を立利思した生分解性プラスチッヲ
基盤研究(A)(2) 4，700，000 平成1ベ3
前JI孝昭〈代表)
寒冷地メタン発欝Lよ設る計家基警護準援の確のf立Eコスト
処理システムの関発と 地域連携推進研究 3，900，000 平成12-は
襲被秀二(代表)
河JlI水系におけする土る地安委職域送比の不連続性と流域
管理の変遷iこ鑓 較研究 蕃盤研究(B)(1) 320，000 平成12年度
箆板秀二(代表)
タイ謹フンパチ1における務流域費荒蕪の毘果翠
鎖の解明とその農林工学的
基学盤櫛研鶴究葦(B)(2)海外
5，500，000 平成12年度
!滞醤を考議した不能和議遜麗内の〉勺 ~Jiの
安担裕(代表) 移動に関する基礎的研賓 基盤研究(G)(2) '，000，000 平成1ベ2
山口智治(代表)
i太陽エネjすレギる研ー料究用の議文型車溢水淡水{ヒシス
テムに関 基盤研究(G)(2) 500，000 平成10ペ2
粘土コロイドの凝集・分散と本理学的鵜送過
足立撃久(代表) 程 基盤研究(B)(1) 1， 700， 000 平成9-12
|生活余嬢空間とサイパ スペ ス経済シミュ
氷銘場西部(代表) レーション分析 基盤研究(B)(1) 2，700，000 平成10醐12
|森林レク 1)ヱーション地場へのアクセス制御
静醸太一(代表) による自然環境保全 基盤研究(G)(2) 900，000 平成1ぺ3
議JlI異弘(代饗) ハンドリング機能を持つ知能トラクタの路発 基盤研究(B)(2) 6，100，000 平成12創刊
議議箆(代表) I高ミ密ン度81撮2生祭産性技メ街タのン際額発のに培お養けにるよ基る礎新研規究ピタ 基盤研究(G)(2) 1，200，000 平成1-12 
長奇JI英夫(代表)
発次研世代究農用車両の革新約構造形態に関する開
奨励研究(A) 2，200，000 平成12年度
氷錦揚四郎(代表) 最適付加髄値税勤学シミュレーション 基盤研究(A)(1) 4，900，000 平成10・12
天田高白(分担)
地生理態構系報の成シスァム活用による慶久島の環壌・
立とその変容の解析 基盤研究(A)(2) 22，000，000 平成12働14
氷錦携四郎(分担)
l貿易友び経済発展にこ伴関すう地1 合規模的研探現究リスク
への事前対応政策i る総 基盤研究(A)(1) 560，000 平成1ベ2
翼板秀二(分担)
I水と系災構警環造境と流に域関動す態る研に基究づく水・土流出機構
基盤研究(A)(1 ) 1，200，000 平成12年度
伊藤太一(分担)
I溜人:-類1.X:r.学4的宮における生態資源の持続牲に関する
研究 基盤研究(B)(2) 1乙700，000 平成1・14
|東アフリカの遊牧社会の変化と生態学的持続
伊藤太一(分担) 性に関する人類学的研究 基盤研究(A)(2) 10，500，000 平成10寸2
宮本邦明(分担)
貯る研水池究周辺の大崩壊による段波の形成に関す
基盤研究(B)(2) 平成10・12
確活立火山一地域の人間のための工学一火山工学の 基盤研究(G)(1)企画
宮本邦明(分担) 務査 平成12年度
-59-
b. 学内プロジェクト
氏名 諜題 学内プロ種類 交付金額 交付年度
天国高自(代表) 実地鱗蓋等研究 145，000 平成12年度
山口智治 145ヲ000 平成12年度
箆板秀二(代表) 950，000 I平成12年度
佐竹隆顕(代表) 950，000 I平成12年度
佐藤政良 950，000 I平成12年度
藤巻晴行(代饗) 500，000 I平成12年度
内海築生(代務) 500，000 I平成12年度
中JI日月子 500，000 I平成12年度
余白輩 500，000 I平成12年度
田村孝浩 400，000 I平成12年度
一切一
C‘学系タトからの資金
C-1奨学寄付金
長名
安惑征撞
木村{愛範
木村後範
木村後範
木村後範
前)1孝昭 i霊気化学的療水処王重鎮震の機発
i米のポスト/¥ーベストHACCPのためのカピ
高官JI孝思 !長予選uモデルの開発
杉滞期失‘陵多本遺産夫 i漆体培養鎧糸欝からの有馬物震の生産
蓑一‘ー ρ 一一一一，..一一‘ ~門司'汁け
水野幸一
宮本邦明
宮本邦明
宮本邦明
梶山幹夫
握山幹夫
大井洋
大井洋
縮奇修二
中島光雄
内海糞生
流域保全に関する研究
砂路工学に関する研究
臨液混招流の構成射と椙叡射に関する研究
結構蔀jに関する研究
??????、，???、ー ? ??
、 〉 ? ? ? ?
? ?? ??
?
???
??
???
クラレつくば
研究所
i新酸素化学(株)
素分子を用l
1ヒ越製紙(株)
の無公害漂i
|三菱瓦斯化学(株)
食品加工に関する研究 i東海物産(株)
メタン酸化細輔の活性測定法に関する研究 i大成建設(株)
交付金額
?
??
??
?
? ?
?
? ?
?
?
??
?
?
， ? ， ? ，? ?
??
??
??
?
??
??
?
? ?
?
500，000 
500，000 
500，000 
1，000，000 
400，000 
1，000，000 
1，600，000 
300，000 
'，000，000 
1，500，000 
150，000 
500，000 
1，000，000 
3，000，000 
?
?? ? ?
? ? ?
??
?
??
? ? ?
， ? ? ， ???? ? ?
?
?? ?
? ?
??
， ? ???
????????
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c-2受託研究費
氏名 課題 研究の委託者 父付金額 父付年度
安部征雄 植生シスァム研究および全体シスァム構築 科学技術振興事業団 726，000 平成12年度
木村俊範 自然エネルギー活用型品品質たい肥化装置の 生物系特定産業技術 2，000，000 平成12年度
開発 [研究推進機構
前JI孝昭 J易管上皮及び血管内皮細胞とのCo-culture (財)食品産業セン 1，330，000 平成12年度
系を用いた内分泌撹乱物質の生体内吸収性評 ター
l佃i技術の開発
前川孝昭 微生物の機能強化による水環境修復技術の確 科学技術振興事業団 6，193，000 
jL 
石川整 打ク音ボ信トル号に自動よ溌るZガIJ技ラ術スびの、開ん発・缶・プラスチッ (社)日本食品科学 2，440，000 平成12年産
工学会
杉浦則夫 バイオエコエンジニアワングを導入した中国 毘立環境研究所 1，441，000 平成12年度
:員離i省紅i髄湖・百花溺i流域における富栄養化
抑制技指開発に関する研究
小池正之 農業機械における非化石エネルギー利用技術 農業工学研究所 4，625，000 平成12年度
の開発
佐藤政良 用排水・ほ場整備基礎諸元調査 関東農政局 700，000 平成12年度
前JI孝:昭 生態工学を導入した汚濁水域の水環境修復技 茨城県科学技術振興 30，000，000 平成少13
(第3分科会座長) 術の開発とシステム導入による改善効果の総 財毘
合評価に関する研許
C“3その他、共同研究等
氏名(役割) 課題 研究費の種類 父付金額 父付年度
天国高白(代饗) 問道地形が土砂流出過程に与える影響に関す 民間等との共同研究 350，000 平成12年度
る研究
天国高白(分担) 国液混柱i流の構成則と相似別に関する研究 砂防・地すべり技術 2，500，000 平成12年度
センター研究開発助
成
氷錦;墨田部第4グループ 総合的な流域管理手法の確立 (財)茨城県科学技 3，000，000 平成12年度
日 ダ 盗蓋妻邸主j出
前JI孝昭第3分科会座長 電気化学処理による水質改善 (財)茨城県科学技 65，000，000 平成12年度
1ti説副 :出
前JI孝昭(代表) 有機系廃水の浄化のための電気化学的分解処 ダイシン設計 4，674，000 平成1ペ5
L理装置の実用化
前JI孝昭(代繋) 微生物機能強化による水環境諺復技術の確立 科学技術振興事業毘 74，607，000 平成か12
西国顕部 リモートセンシングによる森林活性度の評価 日本学術振興会(海 5，300，000 平成11-13i手法の研宥 凶畳出研究員)
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